
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年はオリンピック YEARで、都内のあちらこちらで声援が飛びかうはずでした。 

しかし、3月頃から新型コロナウイルスの感染の拡大が始まり、世界全体、日本国内がコロナウ

イルスに侵されてしまいました。自然災害の非常事態は常に想定の中にありましたが、人を脅かす

感染症のパンデミックは全く別世界のものだと思っていました。 

当院はリハビリテーション病院として、入院患者さまが安心してリハビリに専念できるよう、院長

先生の方針「院内感染は絶対に防ぐ」をもとに、全職員が感染対策の徹底をしております。対策

をもとに面会禁止を開始しましたので、ご家族に何カ月も会えず、患者さまには寂しい思いをさせ

てしまいました。患者さまもご家族も会って安心したいと思います。少しでも緩和できないかとの当

院の工夫として、リハビリをしている患者さまとご家族をLINEでつなぎ、お顔をみて会話を楽しん

で頂くという対応を開始しました。 

 コロナウイルスはいつまで続くのかと不安なことが多く、医療界としても課題が山積みとなってい

ますが、少しでも早く安心した生活に戻りたいと思うばかりです。 

来年はオリンピックを楽しんで応援できる年になってくれることを願ってやみません。                                     

看護部長 上田
う え だ

 千春
ち は る

 

 

 

【 理 念 】  「愛し愛される病院」 

 

【患者様の権利】 

１、患者様は医療に関する説明を十分受けた上で、治療を受ける権利又は拒否する権利が有ります 

２、患者様は医師、医療従事者が患者様の知り得た個人情報を守られる権利が有ります 

３、患者様は病院、医師を自由に選ぶ権利が有ります 

４、患者様は安全で適切な医療を平等に受ける権利が有ります 

５、患者様は診療録の開示を求める権利が有ります 

 

【基本指針】 

１、私たちは、患者様、ご家族に「おもいやり」をもって接します。 

１、私たちは、地域に信頼され貢献できる医療を提供いたします。 

１、私たちは、患者様の在宅復帰を支援いたします。 

１、私たちは、診療記録を正確に記載いたします。 

１、私たちは、自己研鑽しよりよい病院を目指します。 
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玄関先には、スタッフと共にお花を

見にいらしている患者さまも多くい

らっしゃいました。 

 

 



感染防止のための当院の取り組み 

当院では患者さまの安全のため、感染対策として以下のような取り組みを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では、入院時に全患者さまに対して同意を

得て、鼻腔粘膜の細菌培養を実施しています。こ

の検査で分かることは、そのひとが、どのような菌

を持っているかどうかです。結果によっては感染対    

策が必要なため、入院

時に行い、早期に感染

対策出来るように取り組

んでいます。 

 

抗菌薬が適正に使用されているかを薬剤師が管

理しています。 

また、抗菌薬の使用状況は毎月 

開催される感染対策委員会で報 

告されます。 

 

病院職員全員を対象に年２回感染対策の研修会を開催しています。

昨年度は「薬剤耐性菌」「インフルエンザ」とそれらの対策について講義

を行いました。 

 

 

 

当院は「中野・杉並感染ネットワーク」という地域全体の感染ネットワ

ークに参加し、また、久我山病院との感染カンファレンスを行なうなど、

地域の様々な病院と連携し、感染に関する学習や情報共有、相談を行

い、当院の感染対策がより良いものになるように努めています。 

ICT が毎週、病院内の環境等を感染対策の視

点から見て回り、感染管理上問題となる事を指導し

改善するようにしています。このチームは様々な職

種で構成され医師・看護師・検査技師・薬剤師・そ

の他リハビリ職員などでチームとして活動していま

す。毎月、その結果をまとめてラウンド結果として

発行しています。 

 

感染の知識として職員に知って欲しい事やタイムリーな感染の話題

などをレポートにまとめ、職員全員が閲覧し把握するようにしています。 

新型コロナウイルスが国内で猛威を振るいはじめた年明けより、院内感染を防止するための対策を行っ

て参りました。４月に入ってすぐには、院内の面会を全面禁止とさせていただき、今に至ります。 

当院は転院で入院される患者さまが１００％です。面会禁止となったことで、患者さまとご家族には、面

会禁止に伴う苦痛や不安、ご迷惑をおかけしていますが、皆様の協力もあって、当院では職員・患者さま

共にひとりの感染者を出すことなく今日を迎えています。回復期リハビリテーション病院である当院にとっ

て、患者さまが安全に入院生活をおくり、回復して、退院の日を迎えられることが何よりの喜びです。 

感染管理は見えない敵との戦いです。これからも患者さまの安全を守るために、職員一丸となって感染

対策に取り組んでいきたいと思います。 

 

 
※昨年度の様子です 

 

 

 

 

 

感染対策室 看護部 係長 谷口
たにぐち

 由喜
ゆ き

  検査科 押切
おしきり

 浩司
こ う じ
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「文通」でつながる 
感染予防の為、面会制限が続いており、患者さま・ご

家族ともにご心配が尽きない事と思います。 

今は携帯電話で簡単につながることが出来ますが、

馴染み深い「手紙」で思いを伝える事が得意な年代の

方も多くいます。患者さま・ご家族のつながり「文通」を

通し、少しでも精神的なサポートが出来ればと思いま

す。もちろん書くことが難しい方は代筆などのお手伝い

もさせて頂いています。 

 

 

 

 

 

看護部 主任 武井
た け い

 佳子
よ し こ

 

 

 

新型コロナウイルス感染症流行に伴い、4月 1日～当院も感染対策

を目的に面会制限を行っています。患者さま、ご家族が面会する機会

が減ったことにより、リハビリ場面の進捗状況がわからない、確認した

いとの問い合わせが数多くありました。 

患者さまのリハビリ場面をご家族に見てもらう事でリハビリに対する

意欲を保つこと。また、ご家族にリハビリの進捗状況を見ていただく事

で回復状態を理解してもらい安心してもらいたい。そんな思いから、ご

家族さまにリハビリ場面を見て頂けるようビデオ通話の利用を開始し

ました。 

 家族が見てくれる事で普段以上の能力を発揮される患者さま。また、

ご家族が患者さまの様子がわかり、安心された際の笑顔。今回、ビデ

オ通話を行い改めてリハビリ場面を見て頂く大切さを実感しました。 

今後も、感染対策を行いつつ、患者さま、ご家族に笑顔になって頂

けるようなリハビリテーションを提供していけるよう努めていきます。                  

 リハビリテーション科 係長 宮坂
みやさか

 祐
ゆう

規
き

 

 

△ 実際の掲示ポスターです 

 

ビデオ通話によるリハビリ見学 

患者さまより 

家族から手紙をもらうとうれしい。 

  ご家族より 

字を見ると回復しているのが 

手紙から分かりました。 

    

 

・約 5か月間の入院生活でしたが、スタッフの 

皆さんが優しく家族のように対応してくれてい 

ただいたのでとても安心でした。 

母も杉並リハビリ病院の生活が宝物のような 

時間になったと思います。 

本当にありがとうございました。 

 

・面会できないのが辛かったです。 

皆様にその分、負担をかけてしまいました。 

申し訳ありません。 

 

（原文のまま掲載しております） 

貴重なご意見ありがとうございました！ 

 

接遇委員会より 

 

 

患者さまとご家族の「手紙」

のやり取りを始めました。 

 



 

 

 

 2020 年 6 月 2020年7月 2020 年 8 月 

病 床 利 用 率 91.7％ 92.0％  94.5 ％  

入院延べ患者数  2,821 人  2,910 人  2,994 人  

 在  宅  復  帰  率  （直 近 ３ ヶ 月）…90.0％ 
重 症 患 者 割 合 （ 直 近 ６ ヶ 月 ）…43.4％ ※日常生活機能評価で１０点以上の新規患者割合 
重症患者回復病棟改善割合（直近６ヶ月）…56.1％ ※重症患者のうち４点以上改善している者の割合 
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◆ 2020 年 5 月～8月 

入院患者数と紹介元医療機関 

5月から 8月の４か月間における新入院患者は 123名、 

紹介元医療機関は以下の通りです。（順不同、敬称略） 

以上、32か所 ご紹介ありがとうございました。 

大泉生協病院、荻窪病院、河北総合病院、北里大学病院、杏林大学医学部付属病院、久我山病院、 

慶應義塾大学病院、公立昭和病院、国立国際医療研究センター病院、佐々総合病院、至誠会第二病院、 

順天堂医院、順天堂大学医学部附属練馬病院、高島平中央総合病院、滝山病院、立川病院、 

田中脳神経外科病院、東京医科大学病院、東京医療センター、東京衛生アドベンチスト病院、 

東京警察病院、都立豊島病院、虎の門病院、都立広尾病院、日本大学病院、浜田山病院、保谷厚生病院、 

三宿病院、武蔵野赤十字病院、山中病院（他 2か所） 

 

Facebook 
院内の雰囲気が、 

ご覧いただけます 

 

現場スタッフの声を 

動画で公開しております 

 

病院 HP 

  

採用関係のお知らせが 

充実しております 
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交通のご案内 

      新型コロナウィルスの影響で、以前とはまるで

違う日常を築きあげる必要がでてきました。当 

院としましても、患者さまの不安を取り除くべく職員一丸と 

なって取り組んでおります。今後も半歩先行く対応を心掛け 

ていきたいと思います。           （編集委員） 


